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• 北海道データセンター集中化への期待が⾼まっています。�
•  我が国のデータの2極（東京・⼤阪）集中解消�

•  北極海の氷融解�

•  ⾃然エネルギーの利⽤�
�

• 2012年のカナダの計画(現⽶国Quintillion社)の Arctic Fiber
に続いて、フィンランド CINIA社 の北極海海底ケーブル計画
Arctic Connect が本格化しています。�

•  津軽海峡を通過します。北海道に上陸可能です。�

前提�



• うまく⾏けば、北海道は欧州と⽶国への⽇本のインターネットの
⽞関になります。�

•  ニューヨークや欧州の⾦融市場への最低遅延通信が実現する�
�

•  北海道を、データセンターとそれを⽀えるICT産業や�
⾦融産業の集積地域にしましょう。�
�

•  北海道志向のITC関係者が研究会を発⾜しました。�
•  インターネット、データセンターのビジネスリーダー�

                                ＋有識者と北海道⼤学＋北海道事業者�

概要�



• 北海道を海底ケーブルで最も魅⼒的な場所とする。�
•  苫⼩牧に北極海からのCIANAの海底光ファイバーを上陸させる�

•  できれば苫⼩牧と千葉千倉などの東京の海底光ファイバー基地と直結する海
底光ファイバーを敷設する。�

•  だめでも内陸で東京との太い光ファイバーを確保する。�

�

• 北海道をデジタルデータセンターの最も魅⼒的な場所と
する。�

•  ブランドグローバルデータセンターの誘致�

•  IT産業と⾦融産業の誘致�

具体的にすすめること�
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更に突っ込んだ個⼈的妄想�

• 北海道に�
⾦融機関を誘致する�

•  欧州とNYに最短遅延
の通信が提供できれ
ば可能だと考えてい
ます。�

�

• 北海道の標準時を本州と変える。
（本州はUTC＋9時間、�
   北海道はUTC＋10時間）�

•  ⽇付変更線後のシドニーと並ぶ�
      証券取引所となれる�

•  交通時刻表が混乱する�
    （＝ITバブルが起こる）�

�

• ⾃然エネルギー、�
再⽣可能エネルギーのための特区化をする。�

•  効率の良いエネルギーは�
   世界中のデータセンターの要求�

�
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国際的なトポロジーの変⾰ 
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BREXIT 
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北極海の氷融解 
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データセンタ電源供給概念図 
（水力発電を利用したCO2フリー電

源） 

王子製紙㈱苫小牧工場 
　構内西側宅地 
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Network Map (detail)�
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石狩・千歳・苫小牧 

「ICT」コリドール！（2013年）�









ＩＣＴコリドールプロジェクト＝グリーンデータコリドール 

� オリンピックや大規模災害に備えた国際間データ
通信体制のハブ拠点として北海道の役割は重要 

ISHIKARI	

TOMAKOMAI	

CHITOSE	

自然エネルギ
ー 

ロシアＬ
ＮＧ 

欧米 

欧州 

東京 
光ファイバー 

北海道に日本の「北方ゲートウェイ」の役割を託
し、世界のデータの流れに「North」エリアの地
域、国々も参加できるようにする。	
石狩(I)から通信ケーブル（C）で苫小牧（T)の区間
を一体化し、「	ICTコリドール地域」として、ICT
産業を国内外から呼び込み、アジアのICTおよびデ
ータの強靭化の一大拠点へと成長をさせる。	

蓄電& 
超電導直流送電 

新潟	
京都	
大阪 

プロジェクトのゴール 

さくらインターネット	
石狩データセンター	
最大4000ラック	
2011年10月サービス開始 

・低遅延で北米、ヨーロッパに接続可能　	
・南海・東南海地震など大規模災害に対する日本国土防災体制に
最適	
・自然エネルギーが豊富、冷涼な気候、広大な敷地、優秀な人材	

北海道の優位性	

・Arc8c	Fibre,	NCS　など計画中の光海底ケーブル事業を支援、実
現へ	
・さくらインターネットに続き、大規模データセンター事業者を
誘致	
・電池社会、直流グリッド、直流データセンターを実現	

具体的な施策	

・アジアを代表する、新産業ゾーンの創出	
・LNG・自然エネルギー・最新技術を融合した最先端のICT基盤を
実現　	
・北方経済圏の核として北海道を国際ネットワークのハブ拠点へ	

期待される効果	



EU-JP	over	Russia	
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Escape From Risk 



Alternative Path to South East Asia�
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Guam Open IX 



Cables Landed in Guam�
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研究会発起⼈�
有⽥ ⼤助� アルテリア・ネットワークス(株) 取締役専務執⾏役員CCO�

○� 江崎 浩� 東京⼤学⼤学院 情報理⼯学系研究科 教授 WIDEプロジェクト 代表�

○� 岸上 順⼀� 室蘭⼯業⼤学 特任教授 慶應義塾⼤学 特任教授�

ユハ・サウナワーラ� 北海道⼤学 北極域研究センター 助教�

⽥中 邦裕� さくらインターネット(株) 代表取締役�

中村 秀治� (株)三菱総合研究所 執⾏役員 営業本部⻑�

藤原 洋� (株)ブロードバンドタワー 代表取締役会⻑ 兼 社⻑CEO �

古⽥ 敬� Digital Edge社 ⽇本代表(兼)本社プレジデント�

●� 三⾕ 公美� ⼀般社団法⼈LOCAL 理事 さくらインターネット(株) 企画推進部�

○� 村井 純� 慶應義塾⼤学 教授 WIDEプロジェクト Founder�

村⽥ 英司� 王⼦エンジアリング(株) 代表取締役副社⻑ 営業技術本部⻑�

柳川 直隆� (株)フラワーコミュニケーションズ 代表取締役 北海道産業集積アドバイザー�

◎� ⼭本 強� 北海道⼤学 産学・地域協働推進機構 特任教授�

●� 吉⽥ 淳� クラウドネットワークス(株) 代表取締役�

◎…発起⼈代表 ○…発起⼈副代表 ●…事務局�


